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特別企画「笑いは国境を越える 茂山家×なごみ狂言会チェコ」東京公演
解説 ヒーブル・オンジェイ
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
大変暑い中ご来場いただきまして，誠にありがとうございます。先ほど紹介にあ
ずかりましたヒーブル・オンジェイと申します。今日はこんな素晴らしい能楽堂で，
なごみ狂言会チェコのメンバーと一緒に狂言をさせていただくことは，非常に有難
い気持ちなのですけれども，非常に緊張しているという状態ですね。山中先生が
言った通り，２０００年からチェコでは公演をおこなってますけれども，東京で，日本
のかたの前で狂言，しかもチェコ語で…それは特別です。こういう会場なので，皆
２０１６年７月２６日，矢来能楽堂において「笑いは国境を越える 茂山家×なごみ狂言会
チェコ」と題する公演を行った。「能楽の国際・学際的研究拠点」としての活動の一つ
だが，中欧能楽文化協会をはじめ，学内外の有志の方々による御寄付も頂戴して実現し
た催しである。当日の番組と配役は以下の通り。
「濯ぎ川」夫：ドスターレク・イゴル，妻：茂山宗彦，姑：ホヴァネツ・ミハル
「呼声」太郎冠者：パヴチーク・トマーシュ，次郎冠者：シュメレク・カレル，
主：ヒーブル・オンジェイ
「蝸牛」山伏：茂山宗彦，主：茂山七五三，太郎冠者：茂山逸平
公演に先立ち，なごみ狂言会チェコ主宰のヒーブル・オンジェイ氏が，自分たちの活
動や当日の演目について日本語で解説をしてくださった。この解説は同会の狂言に対す
る基本姿勢をよく示しているだけでなく，狂言の本質を鋭く捉えたものとしてたいへん
好評で，活字化を望む声が多かったため，テープ起こしに最小限の手を加える形で以下
に掲げる。掲載にあたっては，読みやすさ，文意の通りやすさを優先して，繰り返しを
削り，言葉を足すなどの操作はこちらでおこなっているが，当日の雰囲気が判るよう，
話し言葉の口調もなるべくそのまま残している。何よりも当日の解説が，原稿の準備な
どをせず，オンジェイ氏の日頃の思いがそのまま溢れて言葉になり客席に語りかけるよ
うなスタイルのものだったからである。とはいえ，もちろん，オンジェイ氏本人にもい
ちおう目を通して頂いた上での掲載であることも，付け加えさせていただく。（山中）
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様は狂言のことをご存知だとは思いますけれども，チェコ語のいくつか独特な言い
回しとか，言葉の扱いとかありますので，それを主に紹介させていただきたいと思
います。
まずは，山中先生が言った通り，伝統を守っているとか，形を守っているという
感じなのですけれども，実は伝統を守りたいからそういう風にやっている訳ではな
いんです。私たちは，最初は「あ！これは非常に面白いストーリーですね」と気づ
いて，できるだけ，最短距離で海外の劇団としてヨーロッパの舞台に出したいと思
いました。だから，「いらないものを省きましょう，ヨーロッパのお客さんが分か
るなら，そのままでやりましょう」と。でも何を省けばいいのか，どうやってそれ
を簡単にすればいいのか。狂言には型が存在しますので，私たちはそれに触ること
はできません。その狂言の型の一箇所だけでも崩れれば，もう狂言ができなくなり
ます。もう本当におかしな形になりますので，そのためには，何と言えばいいのか
な，「伝統を守っている」ということじゃなくて，「やるならきちっとやる」しかな
いんです。そうでないと，おかしい芸能になってしまうから。そういうことはやり
たくなかったんです。そのために，本日みんなが狂言の衣装，装束を着て，私も解
説を浴衣・袴でやっています。
その装束のことから，実はこういう考え方がはじまりました。例えば，「附子」
という演目がありまして，非常に面白い演目で，滑稽な話で，それをＴシャツとＧ
パンでやっても，別にお客さんに分からないわけではないです。でもやはりきれい
な型を守るためにきちっと歩き方とか…。
（立ち上がって，カマエる）まあ，実際にやってみた方が分かりやすいかもしれ
ませんね。これ，狂言の基本的なカマエなんですけれども，少し腰を入れて，少し
胸を張って，目線はまっすぐなんですけれども，ヨーロッパでこれをするとお客さ
んはどういう風に思っているでしょうか。何回も聞いたことなんですけれども，別
に不思議には思わない。このカマエは，全く何も分からないお客さんたちに期待を
持たせるんです。普通にリラックスして立っていると，結構つまらない恰好になり
ますけれども，ちゃんと腰を入れてこういう風に構えましたら，お客さんは，
「はっ！これから何か始まる」と思う。それは役者として舞台に立っている人とし
たら，非常に助かりますね。ただし，こういうポーズをＧパンとＴシャツでやって
いたら，お客さんは笑うけれども，それは私たちが望んでいるような笑いではあり
ません。そのためにやはり浴衣とか紋付，袴は絶対必要です。狂言の型に合ってい
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ますから。
そのためにチェコで，いま衣裳を作っています。衣装がないと，あのきれいな身
体，きれいな型にはなりませんので，千五郎家からいただいた装束をできるだけ使
わせていただいて，もう使えないという状態になりましたら，型をとってチェコで
作られています。実は濯ぎ川の中で茂山宗彦は女の役で，それはちゃんと京都の装
束です。男の役とおばあちゃんの役の着物，着付けはチェコで作られたもので，袴
だけはちょっと難し過ぎるので日本で作られたものなのですけれども，あの衣裳は
チェコで作られたものです。
歩き方のことも同じです。腰を入れて，きれいに，腰をあまり上と下に動かさな
いように歩くと，お客様がたは「なぜこれをやっているのか」ということをあまり
疑問に思わない。「なぜバレエのダンサーはあんな変な動きをするの？」と聞かな
いのと同じです。きれいでしたら，きれいでお客さんが見たいと思えば，別にこう
いうことに関して議論はしない。きれいでしたら序破急があって，非常に気持ちよ
くお客さんには見てもらえますので，そのためにやはりこの型を守らなくてはいけ
ない，ということを結論として私たちは分かりました。
問題は言葉です。「これはこの辺りに住まいいたす者でござる」と言ってみると，
「日本語は舞台のために神さまが作った言葉だ」と思います。子音の後に母音が出
る。非常にきれいに響きますし，お客さんの耳には聞こえやすいので。問題は，
チェコ語には母音ではなくて子音で終る言葉が多いですから，翻訳をするときにど
うやってそれを上手に翻訳すればいいのか。言葉の意味だけではなくて母音の数ま
で考えないといけない。そして，発声。これは，普通の日本語の発声ではないです
ね。舞台のために狂言の中で使われている発声なのですけれども，意味を伝えるた
めの手段だけではなくて，ちゃんと耳を楽しませるという独特の発声なんですけど，
それをどうやってチェコ語で守ればいいのか。
そこで，実はヨーロッパの伝統にもある人形劇からインスピレーションを受けま
した。人形劇は人形が舞台の上で動かされていますけれども，その言葉を特別な方
法で発声していますので，そこからインスピレーションを受けて，できるだけその
雰囲気，そしてその迫力を保つようにセリフを作りました。そのために，日本語は
さきほどしましたけれども，チェコ語だったら「（チェコ語で）これはこの辺りに
住まいいたす者でござる」，チェコ語が分かる方がたくさんいると思いますけれど
も，けっして普通にチェコ人はこういう声で話している訳ではないのです。舞台の
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上で，なるほどチェコ人なんですけれども着物を着て，こういう風に腰を入れて，
こんな言い方，言い回しをして，なぜかわかりませんがやはりきれいですね。やは
りなんか心に残りますね。そのおかげで，チェコで沢山の人が来るようになって来
て，どういう形になるか，それはもうすぐにご覧になれます。
演目なのですけれども，最初に上演させていただくのは「濯ぎ川」。もともとフ
ランスの喜劇です。それが日本に伝わって，まずは戦後に，歌舞伎になっていたん
ですけれども，その後は，千作先生，千之丞先生，あと武智鉄二が関わって，見事
な狂言になりました。これを逆にヨーロッパ人が見ると，ヨーロッパの喜劇の話な
のですけれども，狂言の型が付くとこんなにきれいになるのか，と思います。新劇
とか，リアリズムでこのお芝居をやろうと思いましたら，なかなか表現しにくいし，
上演しにくい。何かここに大きな樽を設けなきゃいけないし，川を作らないといけ
ないのですけれども，狂言の場合だったら「いや，あれに川がござる」と言ったら，
その川を想像してもらえます。非常にお客さんの想像力を働かせている。すでに
ヨーロッパに存在していた別の文化の芝居をこんなに豊かに上演できる。これは素
晴らしいことで，狂言の表現法の良さ，強さが分かります。
二番目の演目は完全にチェコ語です。「呼声」。「呼声」は逆にヨーロッパの視点
から見ましたら，「これは舞台に出す台本ではない」と思います。簡単に説明する
と主人が出て来て，太郎冠者が暇を取らず，許可なしにどこか他のところに行きま
して，まあ昨日戻ったと聞いたんですけれども，それが本当か嘘か，ちょっと次郎
冠者と一緒にチェックに行きましょう，という。太郎冠者のところへ来まして次郎
冠者が最初に「もの申，案内もう」と言うと，太郎冠者はすぐに主人が来たと気づ
いて，留守だということを何とか，嘘をついているのですけれども，芝居の内容と
かあらすじは，もうそれだけです。主人が「太郎冠者殿うちにござるか」と言って
太郎冠者が「太郎冠者は留守でござる」とそういう言い返しだけです。２０分ぐらい，
それは，普通には舞台に出すストーリーではないんです。でも，やはり狂言で見る
と，もうこんなどうでもいい話なんですけれども，これを考えついた人は本当に天
才ですよ。難しい芝居を作るのはいくらでもできますけれども，こういうシンプル
で，こんなに笑いがとれるものを作るというのは本当に素晴らしいです。それこそ，
そこからヨーロッパ人として何かを省こうと考えることはまず無いんですね。もう
そのままで，長く長く培われて来て，磨かれてきた本当に宝物です。「呼声」の中
に，三つの節がありますけれども，それをどうやってチェコ語にすればよいのか。
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平家節がありまして，小歌節がありまして，そして踊り節があります。平家節は
「♪太郎冠者殿うちにござるか，うちにござらばお目にかかろう」という感じなの
ですけれども，チェコ語にしようと思ってたら，音節の数を数えて，チェコの民族
の音楽に代えてもいいかもしれませんけれども，せっかく日本の節が残っているか
らそのためにこういう風になりました。「♪（チェコ語で）…タロウカジョ…」で，
こういう感になっています。いま皆さま気がついたかもしれませんが，太郎冠者が
「タロウカジョ」になっています。それこそチェコ語を分かっている方はわかりま
すけれども，チェコ語には語尾変化があります。日本語には「は・が・の・に」の
助詞があって，その後の言葉は変わらない。チェコ語には助詞がないから，語尾変
化としてそれで文法関係，何が主語で何が述語で何が目的語かを示します。とくに
誰かを呼ぶときに，一格から五格になりまして，「タロウカジャ」が「タロウカ
ジョ」になるんです。チェコ人の勉強不足，ひどい訛りではなくて，文法的な意味
もありますので，それに応じてセリフを作っております。
三番目の演目は「蝸牛」。茂山七五三先生，宗彦，逸平。チェコ語ではなくて日
本語で上演していただきますので，それはぜひご安心ください。
では，これから二か国語の「濯ぎ川」，その後は休憩，チェコ語の「呼声」，そし
て日本語の「蝸牛」です。どうぞゆっくりご覧ください。
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